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近年、⾃動⾞の快適性が重視され、⾞内騒⾳の低減（⾞内静粛性の向上）がすすんでいる。環境問題への対応から、電気⾃動⾞やハイブ
リッド⾞の割合が増えてきている。これらの⾃動⾞では、エンジン騒⾳が減った分、⾵切り⾳やタイヤ騒⾳が⽬⽴つ結果となり、対策が
必要となってきている。ドアミラー、ピラー形状、⾞両外観等の⾵切り⾳の⾳源対策やタイヤ単体での騒⾳対策にも限界があり、コス
ト・重量も考慮すると⾞体側での対策が重要である。また、⽇本では国連の⾞外騒⾳規制への対応もあり設計構想段階から低騒⾳化が求
められている。新たな⾞外騒⾳規制では、従来と⾛⾏条件が異なり、⾞外騒⾳に対するタイヤのパターンノイズの寄与が⼤きくなってい
る。そのため、これらの騒⾳を⾳響メタマテリアルを⽤いて低減することを考えた。有限要素法を⽤いてテストピースのモデルを作成
し、数値計算により構造や材料データを変更した際の吸⾳特性の変化を解析した結果を報告した。
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膜振動とヘルムホルツ共鳴を利⽤した⾳響メタマテリアルの有限要素解析
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